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ど
ん
ぐ
り
を

植
え
続
け
て

荒
れ
地
を
森

に
よ
み
が
え

ら
せ
た
農
夫

の
物
語
を
、

杪ほ

え

た

に谷
直
仁
さ
ん
（
音
響
・
照

明
）
と
共
に
伝
え
る
。

　

入
場
料
千
円
。
各
回
と
も
上

演
時
間
は
約
一
時
間
、
三
十
分

前
開
場
、
定
員
二
十
五
人
（
中

学
生
以
上
）
。
問
い
合
わ
せ
・

予
約
は
主
催
者
「
八
竜
リ
バ
テ

　

消
防
団
車
両
は
こ
れ
ま
で
、

地
域
の
負
担
で
整
備
さ
れ
て
き

た
。
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と

し
て
、
二
〇
一
三
年
に
「
消
防

団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力

の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
。
名
古
屋
市
で
は
、
消

防
局
と
消
防
団
連
合
会
代
表
者

ら
で
つ
く
る
検
討
会
が
議
論
を

重
ね
、
詰
め
所
と
車
両
の
整
備

は
市
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

市
は
昨
年
度
末
に
消
防
団
車

両
十
五
台
を
初
め
て
整
備
し
、

守
山
区
内
は
本
地
丘
と
小
幡
北

の
両
消
防
団
に
配
備
。
市
内
に

は
二
百
六
十
七
の
消
防
団
が
あ

り
、
順
番
に
整

備
を
進
め
て
い

き
な
が
ら
消
防

隊
員
と
の
連
携

強
化
な
ど
も
図

っ
て
い
く
。

　

地
域
住
民
や

消
防
署
員
ら
約

二
百
人
が
参
加

し
た
お
披
露
目

式
で
は
、
本
地

丘
学
区
区
政
協

力
委
員
会
の
梅

村
竜
之
委
員
長

が
「
火
災
が
あ

っ
て
は
困
る

が
、
（
新
車
両

が
）
現
場
の
即

戦
力
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
。
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
や
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏

と
と
も
に
会
場
周
辺
を
行
進
す

　

▽
奥
村
勝
志
さ
ん
＝
森
孝

２
＝
の
投
稿
写
真
①

　

散
歩
中
、
浸
透
枡ま

す

に
根
付

い
た
「
ど
根
性
ナ
ン
テ
ン
」

を
発
見
。
頑
張
り
の
評
価
な

ら
〝
百
テ
ン
〟
か
な
!?
（
天

子
田
二
で
）

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

▽
加
藤
常
美
さ
ん
＝
川
上

町
＝
の
投
稿
写
真

②
　

ス
ー
パ
ー
で
買

っ
た
無
選
別
イ
チ
ゴ
。
ま
る

で
グ
ロ
ー
ブ
。
味
に
変
わ
り

は
な
か
っ
た
で
す
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

▽
福
本
敏
孝
さ
ん
＝
高
島

町
＝
の
投
稿
写
真
③

　

小
幡
緑
地
西
園
で
桜
を
撮

影
し
よ
う
と
し
た
ら
…
手
前

の
切
り
株
が
熊
に
見
え
て
、

思
わ
ず
パ
チ
リ
！

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

「
え
っ
」
と
驚
い
た
り
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ご
家
庭
や
守
山
区
内
で
の
出

来
事
な
ど
、
あ
な
た
が
と
ら

え
た
〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
は
メ
ー
ル
、
ま
た
は

郵
送
で
。
メ
ー
ル
は
件
名
に

「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文
に

①
住
所
②
氏
名
（
匿
名
希
望

の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
）
③

電
話
番
号
④
写
真
の
説
明
や

コ
メ
ン
ト
を
記
入
の
上
、
写

真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
＝m-

homenews@gctv.ne.jp

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
は
写
真
（
返
却
は
い

た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
、
別

紙
に
①
か
ら
④
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
６

５
、
廿
軒
家

の

、
守
山

ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
紙
上
写

真
展
」
係
へ
。

　

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

〈
お
こ
と
わ
り
〉
紙
面
の

都
合
で
ご
紹
介
が
遅
く
な
っ

て
い
ま
す
。

１２

３

　

〈
一
・
二
回
戦
〉
苗
代

―


森
孝
西
、
吉
根

―
１
瀬

古
、
苗
代

―

志
段
味
東
、

大
森
北
９
―
６
吉
根

　

〈
決
勝
〉
大
森
北

―
８
苗

代
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

◇
令
和
４
年
度
守
山
区
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
（
四
月
十
七

日
、
志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

競
技
場
）

　

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〈
初
級
ク

ラ
ス
〉
①
柴
田
康
晴
・
岡
村
友

弘
〈
中
上
級
ク
ラ
ス
〉
①
加
藤

良
一
・
紅
林
智
也
②
駒
田
裕
紀

・
山
田
英
樹

　

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〈
初
級
ク

ラ
ス
〉
①
齋
藤
妙
子
・
齋
藤
比

佳
莉
〈
中
上
級
ク
ラ
ス
〉
①
丸

山
晴
代
・
近
藤
全
代
②
上
野
美

恵
・
田
澤
祐
美
子
（
敬
称
略
）

　

◇
令
和
４
年
度
守
山
区
学
区

対
抗
Ｏ
Ｂ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
四
月
三
・
十
日
、
守
山
区
仮

設
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

　

名
古
屋
市
守
山
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
「
創
立


周
年
記
念
大
会
」
（
中
日
新
聞

社
後
援
）
が
先
月
十
日
に
小
幡

緑
地
西
園
球
技
場
で
開
か
れ
、

同
協
会
の
会
員
ら
百
人
が
参
加

し
て
競
技
を
楽
し
ん
だ
。

　

同
協
会
は
一
九
九
二
年
に
設

立
さ
れ
、
名
古
屋
市
で
初
め
て

県
協
会
に
加
盟
。
九
九
年
に
は

「
第
１
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ　

ｉ
ｎ　

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
」

を
企
画
・
主
管
。
指
導
員
の
研

さ
ん
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を

続
け
る
な
ど
、
競
技
の
普
及
・

振
興
に
努
め
て
い
る
。

　

記
念
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
昨
年
九
月
か
ら
延
期
し
て

の
開
催
。
開
会
式
で
は
、
指
導

員
を
長
年
務
め
て
い
る
会
員
二

十
五
人
に
記
念
品
を
贈
っ
た
。

ま
た
競
技
に
は
、
大
会
の
相
互

汗
ば
む
陽
気
の
中 

競
技
楽
し
む

区
Ｇ
Ｇ
Ａ「
創
立

周
年
記
念
大
会
」

　

朗
読
会
「
『
木
を
植
え
た

人
』
を
聴
く
会
」
が
六
月
四
日

（
土
）
、
は
ち
り
ゅ
う
の
も
り

音
楽
館
＝
大
森
八
龍
一
ノ
一
〇

二
＝
で
催
さ
れ
る
。
午
後
二
時

開
演
と
同
五
時
開
演
の
一
日
二

回
で
、
予
約
を
受
け
付
け
中
。

　

出
演
は
、
劇
団
「
ク
セ
ッ
ク

Ａ
Ｃ
Ｔ
」
所
属
の
俳
優
で
緑
区

在
住
の
榊
原
忠た

だ
よ
し美

さ
ん
。
一
九

九
九
年
か
ら
中
部
地
方
を
中
心

に
全
国
各
地
で
朗
読
会
を
行
っ

て
お
り
、
昨
年
十
二
月
に
四
百

回
を
数
え
た
。
同
館
で
の
公
演

は
四
百
七
回
目
と
四
百
八
回
目

に
な
る
。

　

ま
た
、
朗
読
す
る
作
品
は
ジ

ャ
ン
・
ジ
オ
ノ
著
「
木
を
植
え

た
人
」
（
原
み
ち
子
訳
、
こ
ぐ

　

仕
事
や
お
金
な
ど
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
催
し
「
わ

く
ハ
ピ
キ
ッ
ズ
お
し
ご
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
先
月
十
七
日
、

志
段
味
地
区
会
館
＝
下
志
段
味

横
堤
＝
集
会
室
で
開
か
れ
た
。

　

子
育
て
中
の
母
親
ら
で
つ
く

る
市
民
グ
ル
ー
プ
「
さ
く
ら
い

ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
主
催
。

四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
月
一
回

の
全
八
回
で
、
子
ど
も
た
ち
に

思
考
力
や
行
動
力
な
ど
〝
生
き

る
力
〟
を
身
に
付
け
て
も
ら

い
、
夢
の
実
現
へ
つ
な
げ
て
い

こ
う
と
す
る
の
が
狙
い
。

　

催
し
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員

制
交
流
サ
イ
ト
）
で
の
呼
び
掛

け
で
集
ま
っ
た
園
児
年
中
か
ら

中
学
生
ま
で
の
二
十
一
人
が
参

加
。
先
生
と
ス
タ
ッ
フ
は
同
グ

ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
務
め
た
ほ

か
、
地
元
企
業
の
社
長
ら
を
先

生
と
し
て
招
い
た
。

朗
読
会

「
木
を
植
え
た
人
」を
聴
く
会

来
月
４
日 

は
ち
り
ゅ
う
の
も
り
音
楽
館
で

　

本
地
丘
消
防
団
に
こ
の
ほ
ど
、
市
の
整
備
（
市
の
予
算
で
購
入
）
に
よ
る
初
め
て
の
消
防
団
車

両
が
配
備
さ
れ
た
。
同
団
に
と
っ
て
は
二
十
五
年
ぶ
り
の
新
車
両
で
、
お
披
露
目
式
が
先
月
十
日

に
本
地
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ふ
れ
ん
ず
＝
本
地
が
丘
＝
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
。

る
パ
レ
ー
ド
な
ど
も
催
さ
れ

た
。

　

新
し
い
消
防
団
車
両
は
全
長

四
・
八
㍍
、
全
高
二
・
一
八

㍍
、
全
幅
一
・
七
六
㍍
。
ガ
ソ

リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
オ
ー
ト
マ
チ

ッ
ク
車
で
六
人
乗
り
、
普
通
免

許
が
あ
れ
ば
運
転
で
き
る
。
ま

た
、
す
ば
や
く
放
水
が
で
き
る

よ
う
可
搬
式
ポ
ン
プ
と
ホ
ー
ス

を
常
時
積
載
し
て
い
る
。

　

本
地
丘
消
防
団
の
川
端
誠
一

郎
団
長
は
「
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
生

命
・
財
産
を
守
る
べ
く
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

　

小
学
校
の
始
業
日
に
合
わ
せ

た
「
見
守
り
活
動
」
が
先
月
七

日
朝
、
守
山
署
管
内
の
三
十
校

で
行
わ
れ
、
同
署
員
と
地
域
の

人
ら
が
校
門
前
な
ど
で
登
校
す

る
児
童
を
見
守
っ
た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
、
児
童
を
対

象
と
し
た
声
掛
け
な
ど
の
事
案

が
全
国
的
に
多
発
。
同
署
管
内

で
は
こ
と
し
一
―
三
月
、
十
件

発
生
し
て
い
る
。
見
守
り
活
動

は
、
児
童
の
不
安
を
少
し
で
も

和
ら
げ
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

大
森
小
学
校
＝
大
森
四
＝
に

は
、
署
員
と
大
森
学
区
防
犯
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
子
ど
も
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
隊
員
ら
三

十
人
以
上
が
集
合
。
校
門
前
や

通
学
路
に
分
か
れ
て
立
ち
、
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
児
童

を
迎
え
入
れ
た
。

　

ま
た
、
愛
知
県
警
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ス
コ
ッ
ト
「
コ
ノ
ハ
け
い

ぶ
」
と
「
コ
ノ
ハ
ま
ま
」
も
参

加
し
、
手
を
ぱ
た
ぱ
た
と
動
か

し
て
あ
い
さ
つ
。
児
童
た
ち
は

そ
の
姿
に
目
を
細
め
、
元
気
な

声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
返
し
て
い
た
。

　

「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
隊
員
の
一
人
、
鈴
木
忠
宣

さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
も
少
し
落
ち

着
き
、
こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
た

ち
と
の
触
れ
合
い
が
増
え
て
い

く
。
う
れ
し
い
こ
と
」
と
話
し

て
い
た
。

児
童
の
安
全
・
安
心
を
守
る

守
山
署
管
内
の
小
学
校
で 

「
見
守
り
活
動
」

「
わ
く
ハ
ピ
キ
ッ
ズ
お
し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

さ
く
ら
い
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
催

　

一
回
目
の
同
日
は
、
水
を
テ

ー
マ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
の
絵
本
を
制
作

し
た
企
業
の
担
当
者
が
登
場
。

出
版
の
理
由
を
「
水
の
大
切
さ

を
伝
え
た
か
っ
た
か
ら
」
と
説

明
し
、
「
こ
の
本
を
地
域
に
広

め
て
ほ
し
い
」
と
子
ど
も
た
ち

に
依
頼
し
た
。
そ
の
ほ
か
「
仕

事
と
は
？
」
の
話
や
、
ポ
イ
ン

ト
を
集
め
て
景
品
と
交
換
す
る

な
ど
お
金
の
概
念
を
学
ぶ
ゲ
ー

ム
も
催
さ
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
今
後
、
絵
本

の
良
さ
を
伝
え
る
チ
ラ
シ
や
Ｐ

Ｏ
Ｐ
（
店
頭
販
促
）
を
作
る
と

い
っ
た
Ｐ
Ｒ
方
法
を
学
習
。
ま

た
、
お
金
の
や
り
取
り
や
商
品

発
注
な
ど
の
練
習
も
行
い
、
多

く
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
販
売
体
験
を
す
る
。

参
加
な
ど
交
流
を
図
っ
て
い
る

尾
張
旭
市
・
瀬
戸
市
両
協
会
の

会
員
も
招
い
た
。

　

汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
の
中
、

個
人
戦
・
八
ホ
ー
ル
二
回
の
合

計
打
数
で
競
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
散
ら
ば
っ
た
参
加
者
ら
が
、

ク
ラ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
打
つ
小
気

味
よ
い
音
を
響
か
せ
た
。

　

平
子
勝
行
会
長
は
「
定
年
の

延
長
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
の

影
響
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も

会
員
を
増
や
す
よ
う
に
努
め
、

大
会
も
催
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
、
地
元
関
係
分
は
学

区
名
で
表
記
）
。

　

①
川
原
徹
（
志
段
味
東
）
②

柴
田
隆
司
（
吉
根
）
③
水
野
一

彦
（
森
孝
西
）
④
長
野
俊
明
（
瀬

戸
市
）
⑤
林
完
治
（
尾
張
旭

市
）
⑥
浦
部
計
美
（
尾
張
旭
市
）

本地丘消防団に新車両が配備
市の予算で購入された消防団車両お披露目式

住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
べ
く
活
用

地域住民も行進するパレードで新しい車両を披露

準優勝の苗代学区
24ペア・48人が参加し
た区バドミントン大会

優勝の大森北学区

上位入賞者の皆さん

参
加
者
は
チ
ー
ム
単
位
で
学

び
仲
間
意
識
も
育
ん
で
い
く

白バイ隊員も駆け付け、防犯と
ともに交通安全を呼び掛けた

新
し
い
消
防
団
車
両
の
前
で

あ
い
さ
つ
を
す
る
川
端
団
長

全国各地で14,000人以上
に語ってきた榊原さん

本社営業部
TEL052-261-2201 FAX052-261-2220

 〒460-0008 名古屋市中区栄4-14-5 松下中日ビル5階 ナゴヤ球場営業所
TEL052-354-0404 FAX052-354-0444

〒454-0022 名古屋市中川区露橋2-120

　

「
『
木
を
植
え
た
人
』
を
聴

く
会
」
の
招
待
券
（
午
後
五
時

開
演
分
）
を
本
紙
読
者
二
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

【
応
募
方
法
】

　

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
朗
読

会
」
、
本
文
に
①
住
所
②
氏
名

③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
お
近
く

の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
記
入

し
て
＝circle@m-hn.com

＝

へ
。

　

〈
郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
６
５
、
廿
軒
家

の

、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
朗
読

会
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　

と
も
に
締
め
切
り
は
三
十
一

日
（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

ィ
ー
バ
ン
ド
」
の
福
井
啓
子
さ

ん
＝
携
帯
０
９
０
―
８
１
５
２

―
５
７
９
４
＝
へ
。


